
令和５年度　延岡市立港小学校　学校評価書

学校関係者評価

評定 学校の自己評価コメント 学校評価関係者のコメント

わかる授業・考える授業の推進

が図られている。

基本的な学習規律の徹底が図ら

れている。

スキルタイムの充実が図られて

いる。

学習環境の整備充実が図られて

いる。

基本的な生活習慣の定着が図ら

れている。

思いやりの心・望ましい人間関

係づくりが図られている。

キャリア教育の推進が図られて

いる。

明るく美しい環境作りが図られ

ている。

体力づくりの推進が図られてい

る。

生活リズムの確立が図られてい

る。

食育指導の推進が図られてい

る。

家庭への啓発が図られている。

地域の人材・素材をいかした教

育活動の推進が図られている。

ふるさと教育の推進が図られて

いる。

幼保小中連携教育の推進が図ら

れている。

命を大切にする教育活動の充実

が図られている。

いじめのない学校づくりが図ら

れている。

積極的なリスクマネジメントが

図られている。

確実な情報交換が図られてい

る。

働き方改善とOJTによる教育の

質の向上が図られている。

評定…A：よくできている、B：できている・まあまあよい、C：あまりできていない・あまりよくない、D：できていない・よくない

　学校で行われる様々な行事に地域の方々に

ご参加いただいたり、授業の講師としてお招

きしたり等、地域の力を貸していただいてい

る。ふるさとを大事に思う教育についての項

目も、児童、保護者とも肯定的な回答が多

い。

　幼保小中で定期的に情報交換も行い、児童

理解に役立てている。

　授業の中で、地域のことを調べる学習に取

り組んでいるがとても良いことだと思う。ま

た、奉仕作業で清掃活動をしていたが、その

際地域の公園を訪れ、最近公園で遊ぶことの

少なくなった子どもたちにとっては良い機会

となったのではないだろうか。

　児童のあいさつについても触れたが、先生

方も元気にあいさつをしてほしい。地域住民

が、あの人は先生だとわかるようでなくては

ならないと思う。

　地区によっては見守り隊の人数が少ないよ

うに思うので学校からも働きかけてはどうだ

ろうか。

　学校では、毎月「心のアンケート」を実施

し、児童の悩みなどを把握するのに役立てて

いる。また、アンケートを受けて全児童と教

育相談を行い直接対話している。その後、

「さわやか委員会」という会議で職員が情報

を共有し対応を協議している。

　児童、保護者とも命を大切にする教育につ

いておおむね肯定的な評価だった。

　避難訓練を警察や消防を招いて行ったが、

多くの気づきがあり改善するべきところや確

認をするべきところが見つかったため、今後

研修を深めていきたい。

　学校の情報については、今後も学校便りや

ホームページで知らせていく。

　「心のアンケート」、「教育相談」、「さ

わやか委員会」の取組は良いと思う。

　少人数だが、昼休みはどのように過ごして

いるのだろうか。全校児童で遊ぶことはある

のだろうか。

　体育館の床の破損が目立つが、危険ではな

いだろうか。

　地域住民が学校の行事に参加する場合は高

齢者も多いので、児童がマスクをしていない

のが気になる。現在も感染者が増えているの

で配慮してほしい。

評価項目
学校の自己評価

　おおむね肯定的な評価だった。学校では研

究を通して、少人数であることの利点を伸ば

すとともに少人数であるが故に困難である話

し合いや多様な意見に触れるためのICT機器

の活用を推進している。朝学習の充実につい

て課題が残る。

　児童や保護者の評価では、家庭学習習慣の

定着や読書量、姿勢の項目で評価が低かっ

た。また、学校の環境のことについても低い

評価が見られた。校舎が古いこともあって雨

漏りを何度もしたことがあり、教育委員会と

も相談中である。

　少人数であるため対外テストの結果は参考

にならないかもしれないが、本校は個別指導

が行き届いており、基礎基本については定着

しているのではないだろうか。

　読書活動に関して、児童向けにも保護者向

けにも良いお話をしてくださる方を知ってい

るので紹介したい。

　報道等で、授業時数や授業時間が減るとい

うことを聞いているが情報があれば伺いた

い。

　学校では、あいさつ、返事、整頓等につい

て重点的に指導している。ソーシャルスキル

トレーニングを通して友人との好ましい接し

方を学ばせている。連休明けの睡眠時間や欠

食が気になっている。保護者からは学校での

キャリア教育についてわからないという評価

があったため、発信をしていく必要を感じ

る。

　児童の評価はスマホ、テレビ、ゲームの時

間の約束についての項目、保護者の評価では

手伝いの項目の評価が低かったがあいさつ等

については肯定的な評価が多かった。

　地域で児童のあいさつは良いと思うが、児

童同士のあいさつができていないのではない

だろうか。また、以前より元気がなくなって

いるようにも感じる。

　体力づくり、食育ともに学校、児童、保護

者の評価が高かった。今年度、参観日に学校

保健委員会を「カルビースナックスクール」

と題してお菓子の業者を招いて開いたことも

家庭への啓発につながったのではないかと考

えている。

　朝のパワーアップタイム（持久走やなわと

び）の時間が確保できなかったので、次年度

は校時程を改善して対応したい。スマホ、

ゲームルール（４０分）の指導をさらに徹底

し、生活リズムを確立させたい。

　「パワーアップタイム」という取組は運動

能力を高めるためにもとても良いことだと思

う。そうであるだけに、十分な時間の確保が

できなかったことは残念だ。

　放課後子ども教室でも、茶道、舞踊、演劇

など様々な体験をさせているので、文化の面

からも貴重な取組だと思う。
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